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Patterns and Categories in English Suffixation and Stress Placement: 











料として TheShorter Oxford English Dictionary (CD司ROM版)を用い、そこに記載されている総計 119個の接






































































いはずであるが、 TheShorter Oxford English Dictionaryの挙げている 119個の接尾辞には、語源的な考慮を前
提としたものも多く含まれている。その絞りにおいて、本論文の主張は、接尾辞の共時的な定義も含め、今
後見直しが必要になってくる部分もあると考えられる。また、英語の接尾辞付加と強勢配置という問題は、
果たして、規則によって接尾辞を「付加するJとか、強勢を「配置するjといった「動的なj操作によって
特徴付けられる伝統的な理論ではなく、与えられた出力候補の集合の中から、制約のランキングによって最
適な候補を選び出すという「静的なJ評価によって特徴付けられる非派生的なモデルと本質的により良く患1
染む性質のものであるのかどうかについては、別途議論する必要があるかもしれなしh しかしこれらの 2点
は、今後の課題として取り組むことができるものであり、本論文の価値を損なうものではない。
平成 24年 10丹16司、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員会員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細員IJ第 10条 (2)に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全
員一致で合格と判定された。
よって著者は、博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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